










【報告事項】 資料5

実施概要

■テーマ

■展示内容

■期日

■開催日数

■会場

■来場者数

■完走者数

① 各会場の展示内容

中央図書館 奈良三彩、双雀鏡、若葉台・羽折遺跡出土遺物、指定文化財パネル

鶴ヶ島市役所 脚折村道しるべ、指定文化財パネル

若葉駅前出張所 指定文化財パネル

② 予算・決算

補正予算額 決算額

¥383,900 ¥299,200

¥113,575 ¥80,900

¥187,000 ¥101,200

― ¥18,248

③ 周知方法

・小中学生全員、学童・市内施設等にチラシを配布(チラシ15,000枚、ポスター50枚)

・広報つるがしま2022　10月号　裏表紙(フルカラー)

・広報つるがしま2022　11月号　巻末ニュース(フルカラー)

・市公式HP・SNS、つるゴンSNS

④アンケート結果の分析

・1,000個製作した記念品は若干余ったが、完走者710人中654人という非常に高いアンケート
回答率、かつほぼ全てが好意的意見であり、高い満足度であったと言える。

・小学校低学年までの参加者が多数を占めるが、親世代の参加も次いで多く、コロナ禍で外出
機会が減少する中、家族で出掛ける契機となったという意見が多数あった。

・次回開催を望む声が非常に多くあった。高齢者の参加も多く、ウォーキングや実際の文化財
をめぐるイベントへの要望も寄せられた。

710人

チラシ・ポスター印刷

展示用消耗品

湘南パック

福島商事

福島商事

記念品(定規)製作

「若葉台遺跡及び羽折遺跡出土奈良三彩」の市指定文化財への新規指
定に合わせた市指定文化財の紹介

復元製作

(4)新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業の実施について

　4-1　長期開催・分散展示で三密を回避して行う文化財公開事業

謎解き×周遊×文化財

令和4年10月1日(土)～11月30日(水)

61日間　※うち、8日間は中央図書館休館

①中央図書館１階ロビー　②若葉駅前出張所　③市役所１階ロビー

2,000人(推定)

発注先

文化財ユニオン



アンケート分析の抜粋(年代) アンケート分析の抜粋(感想)

展示状況(中央図書館) 展示状況(奈良三彩・双雀鏡)

展示状況(若葉駅前出張所) 彩色復元した奈良三彩「小壺」

指定文化財紹介パネルの一部



４-２ 文化財解説板の更新 

① 概要 

コロナ禍での運動不足が懸念されるなか、ウォーキングコース上に所在する文化財

等の解説板の内、経年劣化等により痛みが激しい文化財解説板を更新した。 

    ・更新解説板  ８基 

脚折のケヤキ、白鬚神社、善能寺、日枝神社、才道木庚申塔・馬頭尊縁起、 

高徳神社、満福寺、正音寺 

    ・撤去解説板  ２基 

     藤金富士塚、太田ヶ谷沼 

  ② 事業費（決算額） 

     文化財解説板更新工事  １３，２９６，８００円  

                

更新前                         更新後 

 

４-３ 指定文化財感染症対策支援事業 

① 概要 

市指定無形文化財高倉獅子舞の保存団体である高倉獅子舞保存会が行う感染症

対策に係る経費に対して補助金を交付した。 

 【感染症対策の内容】 

従来、獅子頭に取り付ける「水引き」は、簡単には交換できず複数の演者が共用する

ことに対して課題があった。今回の対策では、演者分の水引きを購入し、水引きが簡単

に交換できるように獅子頭の取り付け部分を改良した。 

 ② 事業費（決算額） 

    指定文化財感染症対策支援事業補助金  ９６５，２５０円 

         

 購入した水引き                    水引きを付けて舞う獅子舞 


